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こども議会2025開催!!
　令和７年12月20日（土）午後２時30
分より、竜王町役場３階の町議会議場
で「こども議会」を開催した。町内の
小学５年生から高校３年生までの22名
のこども議員が、８月から４回のワーク
ショップを開催し、取りまとめた意見を
町に提言した。

Aグループ
犬
いぬい

井 敦
あつ き

貴議員、谷
たにぐち

口 來
ら く

玖議員、伴
ばん

 奈
な の は

乃羽議員、竹
たけやま

山 真
まお ん

温議員、
村
むらい

井 遥
はる と

仁議員、田
たなか

中 琥
こ た ろ う
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公
民
館
へ
「
声
を
届
け
る
仕
組
み
」
づ
く
り

を
　
　
Ｈ
Ｐ
上
の
「
町
長
へ
の
手
紙
」
と
併
せ
て
、

公
民
館
に
も
「
意
見
箱
」
を
設
置
し
た
い

問答�

「私が言った意見に応えてくれた」と嬉
しそうに話をしてくれました。今後は、
自分以外の皆さんも喜ぶ町になるよう考
え、行動できるように期待しています。

自分たちが提案した事が本当に実現する
事もあるんだ！と感じることが出来たよ
うで、意味のある会議で参加して良かっ
たと思えたようです。

慣れない場所でした
が、うまくいって良
かったです！

議場で発表でき、いい経験に
なりました

町役場の人たちが真剣に答えて
くれてうれしかったです

緊張したけど楽しかった！

　
　
チ
ョ
イ
ソ
コ
り
ゅ
う
お
う
を
も
っ
と
便
利
に

　
　
利
用
状
況
に
よ
り
運
行
曜
日
や
時
間
帯
を
検

討
し
、
学
校
と
の
連
携
も
模
索
す
る

　
　
新
し
い
公
園
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を

　
　
町
で
新
し
く
購
入
す
る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
利

用
方
法
は
今
後
検
討
し
た
い

問答�問答�

子
ど
も
が
安
全
に
移
動
で

き
て
、
安
心
し
て
遊
べ
る

町
に
す
る
に
は

　
　
公
民
館
を
交
流
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
も
っ
と
活

用
で
き
る
よ
う
に
広
報
し
て
ほ
し
い

　
　
公
民
館
は
町
民
の
憩
い
の
場
で
気
軽
に
集
ま

れ
る
場
所
と
し
て
お
知
ら
せ
や
案
内
に
注
力
し
た

い 問答�

子
ど
も
も
大
人
も
気
軽
に

集
ま
れ
る
「
町
の
中
心
」

を
作
る
に
は

　
　
学
区
別
の
「
小
さ
な
夏
祭
り
」
の
開
催
を

　
　
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
地
域
の
み
な
さ
ん
が
つ

な
が
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い

問答�

地
域
で
つ
な
が
り
、
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
を
増
や
す

に
は

み
ん
な
が
気
軽
に
集
ま
り
、

安
心
し
て
過
ご
せ
る
交
流

場
所
を
作
る
に
は
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138億円を超える予算に
●12月議会のあらまし
　12月定例会は、12月２日から23日までの22日間の会期で開催されました。今議会では、令
和７年度の一般会計補正予算をはじめ、条例の一部改正や動産取得など、町政運営に関わる重
要な議案について審議しました。各議案は慎重な審議の結果、原案通り可決され、町民生活の
向上や地域課題の解決に向け施策が進められることとなりました。また、一般質問では11名の
議員が登壇し、子育て支援、福祉、防災、地域活性化など、町政全般について活発な議論を行
いました。

一般会計
　補正予算　７億９千960万３千円を増額し、予算総額は138億869万８千円

主
な
条
例
改
正

・�

竜
王
町
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
お
よ
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
改
正

・�

竜
王
町
家
庭
的
保
育
事
業

の
設
備
お
よ
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
全
部
改
正

・�

竜
王
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
お
よ
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
の
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

全
部
改
正

・�

竜
王
町
乳
児
等
支
援
事
業

の
設
備
お
よ
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

（
Ｐ
．８
参
照
）

・�
竜
王
町
火
入
れ
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

主な増額
　公共施設維持管理基金積立金６千23万円
　未来につなぐふるさと交竜基金積立４億円
　ふるさと納税推進費２億３千200万円

・�

竜
王
町
給
水
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

・�

竜
王
町
下
水
道
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

0

500

1000

1500

2000

2500

寄附金額の推移

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

〔百万〕

21.5億

○○町で指定を受けた者

○○市で指定を受けた者

災害時の事業者確保のため、災害その他非常の場合において、
町長が他市町の指定を受けた者に工事を行わせることができる

○○市で指定を受けた者
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「
火
入
れ
の
条
例
」
と
は
、

森
林
法
に
基
づ
き
、
山
火
事

防
止
の
た
め
、
森
林
や
そ
の

周
辺
で
の
火
入
れ
に
許
可
を

義
務
付
け
て
い
る
。

　
強
風
警
報
、
乾
燥
注

意
報
、
火
災
警
報
が
発

令
さ
れ
る
と
野
焼
き
、

花
火
、
焚
火
、
屋
外
で

の
喫
煙
な
ど
が
禁
止
。

　
今
回
の
条
例
改
正
で

「
林
野
火
災
注
意
報
」

も
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

動産の取得について

火入れ条例を知ってる？

《
機
器
／
数
量
》	

　
業
務
用
Ｐ
Ｃ
類�

６
台

　
プ
リ
ン
タ
ー
類�

11
台

　
端
末
類�

５
台

　
そ
の
他�
３
台

《
契
約
金
額
》

�

２
３
，６
３
９
，０
０
０
円

《
納
入
予
定
日
》

�

令
和
８
年
１
月
31
日

※�

図
書
館
で
の
作
業
効
率
化
や
図

書
館
利
用
時
の
簡
素
化
が
加
速

図
書
館
シ
ス
テ
ム

条例を守らないと・・・

《
数
量
》�

２
６
８
セ
ッ
ト

《
契
約
金
額
》

�

１
１
，８
８
０
，４
４
０
円

�
（
４
４
，３
３
０
円
／
セ
ッ
ト
）

《
納
入
予
定
日
》

�
令
和
８
年
３
月
25
日

災
害
時
用
備
品

（
テ
ン
ト
式
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
）� 幅2.1ｍ×奥行き2.1ｍ×高さ1.8ｍ

《
購
入
台
数
》�

1
台

《
契
約
金
額
》

�

８
，７
６
0
，６
８
５
円

（
防
災
用
と
し
て
避
難
所
の
食
事

調
理
で
運
用
）

《
納
入
予
定
日
》

�

令
和
８
年
３
月
25
日

防
災
用
キ
ッ
チ
ン

カ
ー

イメージ
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総務産業建設常任委員会

１　目的・位置付け
　安心して使い続けられる水道を維持するため、国の新水道ビジョンの方針に沿って、
　本事業の将来像と取組の方向性を示す。
２　計画期間
　令和８年度～令和17年度（10年間）　　※状況変化に応じて見直しを行う
３　�施策目標（４つの柱）
　①安全：安全で安心な水の供給　　③持続：健全で持続可能な事業経営
　②強靭：強靭でしなやかな水道　　④サービス：サービスで支える住民との協働
４　投資・財政計画
�　人口減少による限られた財源の中で、収益確保に向けた検討が必要である。

主な質疑応答
組織体制の強化は人材の確保・専門職員の確保が大きな課題であるが、今後の職員採用等の計画・
予定についての考えは。

問

水道事業は、その性質上ノウハウと経験が必要となる。計画的な採用・人事異動がなされるよう、
人事ヒアリングの場等において引き続き要請を行う。

答

配管工事の様子

住民懇談会の様子

第六次竜王町総合計画後期基本計画の方向性について
　総合計画は基本構想と基本計画の２階建てである。今回は基本構想は変更
せず、後期基本計画を総合戦略と一本化して策定する。計画期間は令和８年
度（2026年度）から令和12年度（2030年度）までの５年間である。
１　後期基本計画のテーマ
　「新しい価値を創造する『新結合』で、未来を創る
　～『ワタシらしさ』を選べる、新しい暮らしの舞台～」
２　重要ポイント
　①住宅用地・産業用地の確保　　　　③社会潮流の反映
　②若者や女性から選ばれる地域づくり　

主な質疑応答
基本構想で将来目標人口「2030年：１万1000人以上」と書かれているが、昨今の人口減少の現状
を見つつもこのままとするのか。

問

地区計画による住宅地整備の話も出てきているので、後期の５年間で改善を図っていきたいと思っ
ている。いずれにしても、住宅用地の確保が大前提だと思っている。

答

調
査

竜王町水道事業ビジョン・経営戦略改定について調
査

議会改革特別委員会
　11月26日　こども議会（詳細記事P１～３参照）の実施要項と当日の役割分担
　12月10日　議会報告会のあり方の議論
　　議会報告会は、１部（議会からの報告）２部（町民とのカフェ形式の座談会）の２部構成
　　開催日時　１回目：５月22日（金）午後７時　２回目：５月23日（土）午後２時
　　開催場所　竜王町公民館ホール
　　合計２回開催予定。詳細は、次号の議会だより215号にて改めてお知らせします。
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委員会の活動

地域活性化特別委員会
中心核整備（交流・文教ゾーン）の進捗について調

査
　中心核整備（交流・文教ゾーン）の進捗状況について説明を受けた後、工事中の新小学校の現場と県道小
口川守線のラウンドアバウト現場で調査説明を受けた。

問建築中の小学校工事の進捗状況は。また、ラウンドアバウトの両側の残地の利用は。
小学校は現在約48％の進捗状況である。
図書館側は共用駐車場、綾戸側は通行に支障をきたすため、舗装しベンチを置く。

答

教育民生常任委員会
竜王町乳児等通園支援事業の設備および運営に関する基準を定める条例審

査
　子どもの良質な成育環境のため、就学要件を問わず保育園に通っていない満３歳未満の子どもが通園でき
る。
●地域限定保育士の一般制度化がスタート！
　①制度の現状・背景
　�　地域における保育人材確保のため、地域限定で保育士と同様に業務を行うことを可能とする「地域限定
保育士制度」が創設された。
　②改正内容
　�　特例の都道府県又は指定都市においてのみ保育士と同様に業務を行うことができる資格制度として、滋
賀県が認定を受けた場合、地域限定保育士制度を導入するもの。

実技講習を受ければ実技を免除
受験機会の増加
人材確保につながる

効果

試験ごとに受験費用がかかる
３年間は働く場所が制限される

注意点

地域限定保育士

合格
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各議員のQRコードを
スマートフォンで読み
取ると音声配信が聴け
るよ

近江うし丸 問　議会事務局　電話　0748-58-3713

次回の一般質問は
令和８年３月23日㈪予定

●日程は変更になる場合があります。
●議員の質問順は町ホームページでご確認ください。

　一般質問とは、議員が町長などの執行機関に対し、事務の執行状況や将来の方針などについ
て所信や疑問を質し報告や説明を求めることです。

ページ 質　問　者 質　　問　　事　　項

10
山田　義明 ・ふるさと納税による寄附金の運用は

三宅　政仁 ・指定避難所の環境整備を

11 大橋　裕子 ・読書推進のための学校図書館の充実を
・白紙に戻ったIBMグラウンド跡地の活用は

12 鎌田　勝治 ・交通ネットワークの形成の進捗は
・夜間利用可能な屋外運動場の整備は

13 磯部　俊男 ・戦後80年と平和祈念碑の建立を受けて
・小中学校における不登校の状況と対応は

14 小西　久次
・地域計画策定後の町の農業に対する思いは
・若者定住、転入転出から見えるものは
※中学校における部活動の地域展開は

15 若井　政彦 ・横断的視点での空き家対策を
・町民に寄り添う令和８年度予算編成を

16 森島　芳男 ・アンケート調査からみた環境意識の変化は
・人口減少が町政・町民に与える影響は

17 橘　せつ子
・PFAS検査の続行と汚染源調査の実施を
・フリースクール利用料への補助金増額を
※成人歯科検診費用（節目検診等）に助成を
※地域公共交通充実への対応は

18 中村　匡希
・竜王は「Ryuo」か「Ryuoh」か
・祖父川公園の管理費や多目的利用は
※�空家等対策計画の総括と空家等管理活用支援法人によ
る空き家対策の強化は

19 内山　英作
・地域コミュニティの維持・活性化事業は
・地域まるごと包括的支援体制の整備は
※チョイソコりゅうおうの利用者拡大に向けて

町政
問ここを う!

12月定例会では11議員が25問の一般質問を行いました。

※紙面の都合上、掲載しておりません。
　QRコードから、全ての質問がお聴きいただけます。
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返礼品で喜ぶ大家族

山
やまだ
田　義

よしあき
明 議員

ふるさと納税による寄附金
の運用は

問

答 寄附者の想いを尊重し活用する
　
　
昨
年
度
は
ふ
る
さ
と

納
税
額
が
15
億
円
と
な
り

町
の
財
政
運
営
に
大
き
く

寄
与
し
て
い
る
。
急
激
な

金
額
の
伸
び
に
よ
る
財
政

運
用
は
医
療
費
や
給
食
費

の
無
償
化
に
活
用
さ
れ
て

い
る
が
、
一
般
財
源
と
違

い
金
額
の
定
ま
ら
な
い
特

定
財
源
で
の
運
用
基
準
を

設
け
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
が
進
む
町
の
将
来
を

見
据
え
、
高
額
と
な
っ
た

中
心
核
事
業
等
で
長
期
債

務
を
避
け
る
運
用
と
し
、

通
常
の
財
政
運
用
は
寄
附

金
以
外
の
業
務
改
善
で
運

用
で
き
な
い
か
。

問

　
　

現
行
で
も
中
心
核
整
備

事
業
等
に
も
充
当
が
可
能
で

あ
る
が
、
中
心
核
整
備
等
の

施
設
は
長
期
間
に
わ
た
り
利

用
さ
れ
る
も
の
で
世
代
間
の

負
担
の
公
平
性
や
財
政
負
担

の
平
準
化
の
観
点
で
は
、
地

方
債
を
活
用
し
て
整
備
費
用

を
分
割
し
て
い
く
こ
と
も
適

切
と
考
え
る
。
こ
の
た
め
国

庫
補
助
金
や
県
補
助
金
、
町

の
積
立
金
な
ど
、
既
存
の
財

源
を
最
大
限
活
用
し
、
起
債

と
自
己
財
源
の
最
適
な
組
合

せ
を
検
討
し
、
財
政
負
担
の

平
準
化
に
努
め
る
。

答�

町内６箇所ある指定避難所および指定緊急避難場所

　
　
多
く
の
町
民
が
避
難

す
る
指
定
避
難
所
に
つ
い

て
、
次
の
４
点
を
伺
う
。

①�

指
定
避
難
所
と
指
定
緊

急
避
難
場
所
の
違
い
は
。

②�

災
害
の
状
況
に
応
じ
た

指
定
避
難
所
か
、
指
導

と
安
全
確
認
の
実
施
は
。

③�

避
難
経
路
や
安
全
性
を

随
時
確
認
し
て
い
る
か
。

④�

避
難
所
の
ハ
ー
ド
面
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
必
要

な
と
こ
ろ
は
。

問

を
守
る
た
め
に
逃
れ
る
た

め
の
避
難
場
所
を
指
す
。

②�

３
階
建
て
建
物
は
、
垂
直

避
難
で
き
る
た
め
水
害
に

対
し
て
避
難
所
と
し
て
機

能
を
有
す
る
。
施
設
管
理

者
が
不
具
合
発
見
時
は
適

切
に
対
応
す
る
。

③�

防
災
出
前
講
座
等
の
研
修

や
避
難
経
路
上
の
危
険
個

所
、
う
回
路
な
ど
確
認
し

て
い
る
。

④�

指
定
避
難
所
の
ハ
ー
ド
面

の
課
題
は
、
冷
暖
房
空
調

の
整
備
で
、
竜
王
西
小
学

校
、
竜
王
中
学
校
と
順
次
、

冷
暖
房
空
調
設
備
の
整
備

を
計
画
し
て
い
る
。

　
　①�

指
定
避
難
所
は
、
災
害
時

に
住
民
が
一
時
的
に
生
活

す
る
施
設
。
指
定
緊
急
避

難
場
所
は
、
危
険
か
ら
命

答�

三
みやけ
宅　政

まさひと
仁 議員

指定避難所の環境整備を問
答 指定避難所での良好な生活環境の提供
に資する環境整備に継続して取組む
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大
おおはし
橋　裕

ゆうこ
子 議員

司
書
の
勤
務
体
制
に
よ
り
違

う
が
、
学
級
担
任
や
教
科
指

導
担
任
、
司
書
教
諭
、
図
書

委
員
等
、
複
数
体
制
で,

朝

の
時
間
、
中
休
み
、
昼
休
み

に
開
館
対
応
し
て
い
る
。

　

新
聞
は
子
ど
も
新
聞
を
１

カ
月
に
１
回
、
中
学
校
で
は

中
高
生
新
聞
を
２
週
間
に
１

回
配
備
し
て
い
る
。
複
数
紙

の
配
備
は
で
き
て
い
な
い

が
、
学
習
で
新
聞
を
扱
う
と

き
は
各
方
面
か
ら
集
め
、
活

用
し
て
い
る
。

　

古
い
本
の
廃
棄
は
各
校
の

状
況
に
あ
わ
せ
、
不
定
期
で

は
あ
る
が
廃
棄
処
理
を
し
て

い
る
。

　
　

各
小
学
校
、
中
学
校
で

の
開
館
時
間
は
学
校
図
書
館

答� 　
　
児
童
生
徒
の
読
書
離

れ
が
進
む
中
、
学
校
図
書

館
の
充
実
が
大
切
で
あ

る
。

　

文
科
省
で
は
第
６
次

「
学
校
図
書
館
整
備
等
５

か
年
計
画
」
を
策
定
し
図

書
の
更
新
、
新
聞
配
備
、

司
書
の
配
置
拡
充
等
が
図

ら
れ
て
い
る
。

　
竜
王
で
の
図
書
支
援
員

の
勤
務
時
間
延
長
、
学
校

図
書
館
の
取
組
（
開
館
時

間
、
新
聞
配
備
、
図
書
の

廃
棄
）
に
つ
い
て
伺
う
。

問

白
紙
に
戻
っ
た
Ｉ
Ｂ
Ｍ
グ
ラ
ウ
ン

ド
跡
地
の
活
用
は

問
　
　
令
和
６
年
10
月
「
長

年
の
課
題
で
あ
っ
た
Ｉ
Ｂ

Ｍ
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
地
に
お

い
て
某
社
が
工
事
廃
止
届

出
書
を
提
出
し
た
た
め
白

紙
の
状
態
に
戻
っ
た
」
と

町
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
が

町
は
こ
の
跡
地
を
ど
の
よ

う
に
活
用
し
て
い
く
の

か
、
こ
の
１
年
間
の
経
過

と
今
後
の
対
応
は
。

問

と
地
元
で
、
土
地
利
用
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
っ
て
い

る
。

　

町
と
し
て
は
、
土
地
利
用

を
第
一
義
的
に
決
定
す
る
の

は
土
地
所
有
者
で
あ
る
と
考

え
る
一
方
、
引
き
続
き
住
宅

地
と
し
て
の
利
用
を
模
索
し

つ
つ
も
、
土
地
所
有
者
、
お

よ
び
地
元
の
意
向
を
踏
ま
え
、

住
宅
地
以
外
の
利
用
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

令
和
６
年
度
に
つ
い
て

は
、
土
地
所
有
者
と
協
議
を

行
い
つ
つ
、
12
月
に
町
・
土

地
所
有
者
・
地
元
の
三
者
で

開
発
許
可
の
課
題
が
解
消
し

た
こ
と
を
情
報
共
有
す
る
と

と
も
に
、
地
元
か
ら
は
住
民

の
意
見
も
踏
ま
え
て
ほ
し
い
、

と
の
意
見
を
伺
っ
た
。
今
年

度
に
つ
い
て
も
、
定
期
的
に

本
社
へ
赴
き
進
捗
を
図
る
よ

う
要
請
す
る
と
と
も
に
、
町

答� 答

土
地
所
有
者
、
地
元
意
向
を
踏
ま
え
住
宅

地
以
外
の
利
用
も
考
慮

竜王中学校図書館の様子

開発が待たれる鏡地域

読書推進のための
学校図書館の充実を

問

答 学校図書館司書を中心に複数体制で
対応
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鎌
かまだ
田　勝

かつじ
治 議員

新設されたラウンドアバウト

川守地先　農村運動広場の外観

交通ネットワークの形成の
進捗は

問

答「都市づくりの理念」を目標として
取り組む

　
　

表
題
の
件
に
つ
い

て
、
次
の
５
点
を
伺
う
。

①�

中
・
長
期
的
な
町
づ
く

り
の
各
々
の
目
標
は
。

②�

中
心
核
と
地
域
を
結
ぶ

道
路
の
整
備
計
画
は
。

③�

中
心
核
へ
の
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
と
共
用
駐
車
場

の
整
備
計
画
は
。

④�

Ⅰ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
町

内
外
の
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
内
容
は
。

⑤�

中
心
核
と
地
域
の
拠
点

を
連
絡
す
る
チ
ョ
イ
ソ

コ
り
ゅ
う
お
う
の
充
実

を
図
る
計
画
は
。

問

あ
る
が
、
中
期
の
定
量
的

な
目
標
は
な
い
。
都
市
づ

く
り
の
理
念
を
目
標
と
し

て
い
る
。

②�
既
設
道
路
の
活
用
も
想
定

し
つ
つ
、
自
転
車
道
の
整

備
も
検
討
す
る
。

③�

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
複
合

ゾ
ー
ン
で
の
整
備
を
予
定
。

共
用
駐
車
場
は
小
学
校
開

校
に
併
せ
て
、
令
和
８
年

９
月
頃
の
供
用
開
始
予
定
。

④�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
の
連
携
に
よ

り
ポ
イ
ン
ト
還
元
す
る
施

策
を
実
施
予
定
。

⑤�

公
共
交
通
資
源
を
フ
ル
稼

働
さ
せ
て
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク

ス
を
図
る
取
組
が
必
要
。

　
　①�

長
期
の
定
量
的
な
目
標
は

答�

　
　

表
題
の
件
に
つ
い

て
、
次
の
４
点
を
伺
う
。

①�

当
該
施
設
の
夜
間
の
こ

こ
１
年
間
の
利
用
状
況

は
。

②�

当
該
施
設
の
照
明
設
備

の
改
修
予
定
は
。

③�

新
竜
王
小
学
校
の
運
動

場
に
照
明
設
備
の
計
画

は
。

④�

町
内
に
夜
間
利
用
可
能

な
屋
外
運
動
施
設
は
何

箇
所
必
要
と
考
え
る

か
。

問

③�

指
定
避
難
所
で
は
あ
る
が
、

運
動
場
は
調
整
池
の
機
能

を
有
し
て
お
り
、
そ
の
他

諸
事
情
と
あ
わ
せ
て
総
合

的
に
判
断
す
る
。

④�

夜
間
利
用
可
能
な
運
動
場

は
屋
根
付
き
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
含
め
、
町
内
で

２
箇
所
は
必
要
と
考
え
る
。

　
　①�

令
和
６
年
度
５
団
体
、

１
９
５
日
。
令
和
７
年
度

11
月
末
時
点
で
３
団
体
、

１
４
７
日
利
用
。

②�

当
該
施
設
の
改
修
計
画
は

な
い
。
代
替
案
と
し
て
、

総
合
運
動
公
園
や
各
学
校

へ
の
整
備
を
検
討
す
る
。

答�

夜
間
利
用
可
能
な
屋
外
運
動
場
の

整
備
は

問答

屋
根
付
き
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
含
め

町
内
２
箇
所
は
必
要
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建立された平和祈念碑

第３の居場所、教育支援ルーム「なないろ」

小
中
学
校
に
お
け
る
不
登
校
の

状
況
と
対
応
は

問答

小
中
学
校
と
も
に
若
干
増
加
傾
向

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
支
援
に
努
め
る

　
　①�

小
中
学
校
の
不
登
校
児

童
在
籍
率
の
推
移
と
現

状
は
。

②�

不
登
校
の
要
因
と
対

策
、
取
組
は
。

問

が
思
う
よ
う
に
築
け
な
い
、

生
活
リ
ズ
ム
の
不
調
等
が

考
え
ら
れ
る
。
学
校
で
は

担
任
を
は
じ
め
不
登
校
対

応
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や

教
育
相
談
主
任
を
中
心
に

不
登
校
児
童
へ
の
対
応
を

進
め
、
一
人
ひ
と
り
の
子

ど
も
支
援
に
し
っ
か
り
と

努
め
る
。

　
　①�

小
学
校
は
Ｒ
２
年
1.14
％
か

ら
Ｒ
６
年
1.86
％
（
全
国
＝

2.3
％
）。
中
学
校
は
Ｒ
２

年
1.43
％
か
ら
Ｒ
６
年
2.37
％

（
全
国
＝
Ｒ
６
年
3.9
％
）。

小
中
学
校
と
も
に
若
干
増

加
傾
向
に
は
あ
る
が
、
全

国
レ
ベ
ル
と
比
べ
低
い
状

況
に
あ
る
。
小
学
校
で
は

高
学
年
児
童
が
多
く
、
中

学
校
は
学
年
間
の
差
は
な

い
。

②�

要
因
と
し
て
は
他
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

集
団
生
活
で
の
友
人
関
係

答�

　
　
祈
念
碑
建
立
の
背
景

と
今
後
の
維
持
管
理
、
設

置
の
意
義
は
。

問

お
披
露
目
は
、
多
く
の
皆
様

の
平
和
を
祈
念
す
る
思
い
の

中
で
と
考
え
、
平
和
祈
念
式

の
中
で
行
っ
た
。

　

今
後
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
は
、
町
遺
族
会
に
は
祈
念

碑
の
美
観
の
維
持
及
び
工
作

物
の
点
検
を
お
願
い
し
、
町

は
周
辺
の
除
草
作
業
を
定
期

的
に
行
い
美
観
に
努
め
る
。

　

平
和
の
尊
さ
と
戦
争
の
悲

惨
さ
が
風
化
さ
れ
ず
、
次
世

代
に
恒
久
平
和
を
伝
え
る
平

和
教
育
の
象
徴
と
し
た
い
。

　
　

町
の
忠
魂
碑
の
老
朽
化

と
町
遺
族
会
の
高
齢
化
等
の

課
題
、
さ
ら
に
会
員
の
強
い

思
い
を
受
け
た
。
併
せ
て
、

町
と
し
て
の
平
和
を
祈
念
す

る
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
必
要

性
か
ら
建
立
の
検
討
を
進
め
、

戦
後
80
年
、
町
政
70
周
年
の

節
目
で
あ
る
令
和
７
年
度
で

の
町
内
の
忠
魂
碑
の
解
体
と

平
和
祈
念
碑
の
建
立
を
行
い
、

答�

戦後80年と平和祈念碑の
建立を受けて

問

答 恒久平和を伝える平和教育の象徴と
したい磯

いそべ
部　俊

としお
男 議員
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必要性が高まる居住ゾーン

居住ゾーン

未来の農業を担う子どもたち

　
　
3
月
に
地
域
計
画
が

全
農
家
集
落
で
作
成
さ
れ

た
。
後
継
者
不
足
に
よ
る

離
農
や
法
人
運
営
等
苦
慮

さ
れ
て
い
る
事
業
体
が
あ

る
が
実
態
把
握
を
し
て
い

る
の
か
。
今
後
の
行
政
の

関
わ
り
は
。

　
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ

る
担
い
手
の
行
き
詰
ま
り

に
よ
り
離
農
が
増
加
し
、

農
村
集
落
の
維
持
存
続
が

危
ぶ
ま
れ
る
が
、
そ
の
対

策
と
町
の
農
業
に
対
す
る

基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い

て
伺
う
。

問

お
い
て
変
更
手
続
き
を
し
て

お
り
、
計
画
の
適
切
な
管
理

や
地
域
で
の
共
有
を
促
す
等

進
捗
状
況
の
把
握
や
改
善
の

支
援
を
行
う
。

　

農
業
者
の
減
少
や
気
候
変

動
等
変
化
に
対
応
し
た
農
業

の
持
続
的
な
発
展
に
効
果
的

な
対
策
の
実
施
、
地
域
社
会

の
維
持
の
た
め
の
振
興
が
必

要
と
考
え
る
。
こ
の
た
め
に

は
集
落
機
能
維
持
を
要
素
と

し
つ
つ
、
地
域
全
体
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
強
化
も

含
め
組
織
横
断
的
に
対
応
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
　

策
定
に

あ
た
っ
て
は
、�

集
落
内
で
の

協
議
に
よ

り
、
10
年
後

の
目
標
を
掲

げ
ら
れ
た
。

し
か
し
、
集

落
ご
と
に
危

機
感
や
次
世

代
に
向
け
て

の
温
度
差
が

あ
り
、
そ
の

完
成
に
は
差

が
あ
る
。
現

在
５
地
域
に

答�

若
者
定
住
、
転
入
転
出
か
ら

見
え
る
も
の
は

問答

転
入
減
は
受
け
皿
不
足
が
原
因

　
　

町
の
人
口
減
少
原
因
は

出
生
者
数
の
減
少
と
死
亡
者

数
の
増
加
に
よ
る
自
然
減

と
転
入
者
数
の
減
少
で
あ

る
。
転
出
者
は
直
近
5
年
間

で
大
き
な
変
化
は
な
い
。
転

入
者
は
５
年
前
と
比
較
す
る

と
１
２
０
人
程
度
減
少
し
て

い
る
。
転
入
者
の
受
け
皿
不

足
が
原
因
で
あ
る
。
転
出
者

数
に
変
化
が
な
い
の
は
町
の

良
さ
が
認
識
さ
れ
定
住
に
つ

な
が
っ
た
。
中
心
核
整
備
の

答�

居
住
ゾ
ー
ン
の
必
要
性
が
高

ま
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
は
居
住
ゾ
ー
ン
と
合
わ

せ
て
複
合
ゾ
ー
ン
の
検
討
も

加
速
さ
せ
た
い
。
今
後
も
住

み
続
け
た
い
若
者
を
増
や
す

た
め
に
は
、
小
・
中
学
校
で

の
授
業
を
通
し
て
町
の
愛
着

心
の
醸
成
を
図
り
た
い
。
若

者
が
考
え
た
施
策
、
ア
イ
デ

ア
を
基
に
し
て
施
策
検
討
を

し
た
い
。

　
　
竜
王
町
の
現
在
人
口

１
１
，
０
８
２
人
で
毎
年

３
０
０
人
の
人
口
が
減
少

し
て
お
り
、
人
口
減
少
は

進
む
一
方
で
あ
る
。
こ
の

要
因
に
つ
い
て
実
態
把
握

し
て
い
る
の
か
。

　
若
者
定
住
に
対
す
る
受

け
皿
整
備
、
移
住
促
進
、

魅
力
発
進
は
充
分
か
。
町

の
若
者
を
引
き
留
め
る
施

策
は
に
つ
い
て
伺
う
。

問

地域計画策定後の
町の農業に対する想いは

問

答 地域社会の維持に向けた農村振興が必要
小
こにし
西　久

きゅうじ
次 議員
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空き家対策は重要なまちづくりの課題

第６次総合計画将来像の実現に向け

若
わかい
井　政

まさひこ
彦 議員

　
　

空
き
家
の
課
題
は
、

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少

と
関
係
し
て
お
り
、
地
域

住
民
の
生
活
環
境
に
深
刻

な
不
安
と
影
響
を
及
ぼ
す
。

現
状
認
識
と
対
策
は
。
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
防
災

の
視
点
か
ら
利
活
用
す
る

考
え
は
な
い
か
。
空
き
家

に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
段
階
か
ら
の
対
策
が
必

要
で
あ
り
、
課
を
超
え
た

横
断
的
な
取
り
組
み
が
必

要
で
は
な
い
か
。

問

　
　

現
状
認
識
と
し
て
は
、

毎
年
、
自
治
会
を
通
じ
て
空

き
家
の
実
態
調
査
を
実
施
し

て
お
り
、
件
数
・
状
態
等
を

把
握
し
て
い
る
。
空
き
家
の

管
理
責
任
は
所
有
者
等
に
あ

る
。
そ
の
上
で
、
所
有
者
等

と
利
用
者
の
利
害
が
一
致

し
、
マ
ッ
チ
ン
グ
で
き
る
よ

う
で
あ
れ
ば
、
そ
う
し
た
利

活
用
は
有
効
な
手
段
と
考
え

る
。
空
き
家
バ
ン
ク
の
利
用

状
況
も
低
調
で
あ
り
、
利
活

用
に
対
す
る
有
効
な
手
段
が

見
出
せ
て
い
な
い
と
い
う
課

題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

答�

町
民
に
寄
り
添
う
令
和
８
年
度

予
算
編
成
を

問
　
　①�

重
点
施
策
・
重
点
事
項

は
。

②�

歳
入
財
源
の
見
通
し
は
。

③�

新
規
事
業
お
よ
び
事
業

見
直
し
へ
の
考
え
方
は
。

④�

地
域
要
望
へ
の
対
応
は
。

⑤�

質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
・
運
営
へ
の
体
制
は
。

⑥�

予
算
編
成
で
の
課
題
は
。

問

　
　①�

新
竜
王
小
学
校
・
学
童
保

育
所
の
開
校
。

　

�

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持�

・
活
性
化
へ
の
取
組
推
進
。

　

�

企
業
誘
致
等
総
合
計
画
の

実
現
に
向
け
た
施
策
推
進
。

②�

税
収
等
は
令
和
７
年
度
を

や
や
上
回
る
見
込
み
。

答�

③�

引
続
き
効
率
的
運
営
、
効

果
的
推
進
の
両
立
を
図
る
。

④�

適
切
に
施
策
に
反
映
で
き

る
よ
う
努
め
る
。

⑤�

専
門
性
の
確
保
に
努
め
、

必
要
な
職
員
配
置
を
検
討
。

⑥�

歳
入
の
不
安
定
性
と
歳
出

構
造
の
硬
直
化
が
課
題
。

答

事
業
を
計
画
的
・
着
実
に
進
め
る
方
針

横断的視点での空き家対策を問
答 総合的に進めていく
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段ボール　コンポスト

計画的に長寿命化を図る公共施設

　
　
「
第
二
次
竜
王
町
環

境
基
本
計
画
」
を
策
定
す

る
た
め
の
基
本
資
料
と
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
町

民
・
中
学
生
等
環
境
意
識

等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
た
。
次
の
点
に
つ

い
て
伺
う
。

①�

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、

そ
の
後
の
進
捗
は
。

②�
学
校
に
お
い
て
、
環
境

問
題
に
自
覚
を
持
た
せ

る
教
育
・
指
導
に
つ
い

て
の
現
状
は
。

問

の
取
組
を
紹
介
す
る
た

め
、
ブ
ー
ス
を
出
展
で
き�

る
「
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
」
の
開

催
を
次
年
度
に
計
画
し
て

い
る
。

②�

学
校
に
お
い
て
は
、
教
科

学
習
の
中
で
清
掃
セ
ン

タ
ー
や
浄
化
セ
ン
タ
ー
を

見
学
し
、
ご
み
処
理
や
水

を
浄
化
す
る
仕
組
み
等
を

学
ぶ
機
会
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。
環
境
を
守
る
た
め

に
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ

と
は
何
か
を
考
え
、
節
水

や
リ
サ
イ
ク
ル
と
い
っ
た

学
び
を
、
日
常
生
活
で
活

か
す
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

　
　①�

子
ど
も
か

ら
大
人
ま

で
様
々
な

世
代
に
対

し
て
、
環

境
に
対
し

て
学
習
で�

き
る
機
会

を
拡
充
し

て
い
る
。環�

境
に
つ
い

て
考
え
る

機
会
と
し

て
、
町
内

事
業
所
等

を
招
い
て

環
境
保
全

答�

　
　
竜
王
町
の
人
口
減
少

が
続
く
場
合
、
町
政
や
町

民
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が

あ
る
の
か
、
次
の
点
を
伺

う
。

①�

納
税
者
が
減
少
す
る
こ

と
に
対
す
る
自
主
財
源

の
確
保
は
。

②�

公
共
施
設
の
維
持
管
理

は
。

問

規
模
や
利
用
状
況
・
財
政

見
通
し
な
ど
を
総
合
的
に

踏
ま
え
、
施
設
の
複
合
化

や
集
約
化
の
可
能
性
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
、
持
続

可
能
な
施
設
運
営
の
実
現

に
向
け
た
取
組
を
進
め

る
。

　
　①�

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
額

の
確
保
・
増
加
に
向
け
た

取
組
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
企
業
立
地
の
促
進
や

地
域
産
業
の
活
性
化
・
住

環
境
整
備
な
ど
を
通
じ
た

定
住
促
進
の
取
組
で
、
将

来
の
税
収
基
盤
の
維
持
・

強
化
を
図
る
。

②�

公
共
施
設
の
劣
化
状
況
を

踏
ま
え
た
計
画
的
な
修
繕

に
よ
り
長
寿
命
化
を
図

り
、
更
新
費
用
の
平
準
化

に
努
め
る
。
将
来
の
人
口

答�

人
口
減
少
が
町
政
・
町
民
に

与
え
る
影
響
は

問答

持
続
可
能
な
町
づ
く
り
の
実
現
に
努
め
る

アンケート調査からみた
環境意識の変化は

問

答 取り組んできた内容をさらに広げる
森
もりしま
島　芳

よしお
男 議員
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橘
たちばな
　せつ子

こ
 議員

河川での採水状況

　
　

 

町
内
３
河
川
の
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
調
査
は
、
今
後
も

継
続
し
て
実
施
が
必
要
と

考
え
る
が
、
町
の
計
画

は
。

　

令
和
６
年
度
の
調
査

で
は
、
祖
父
川
19 ng
／
Ｌ
、

善
光
寺
川
16 ng
／
Ｌ
、中

津
井
川
５ ng
／
Ｌ
で
あ
り
、

国
の
指
針
値
50 ng
／
Ｌ
は

超
え
な
か
っ
た
が
、
米
国

の
水
質
基
準
８
ng
／
Ｌ

の
２
倍
以
上
で
あ
る
。

　
発
生
源
調
査
を
し
な
い

で
放
置
す
る
こ
と
は
汚
染

を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
に
な

る
。
根
本
的
な
原
因
へ
の

問

対
応
が
必
要
と
考
え
、
改

め
て
町
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

令
和
７
年
度
も
継
続
し

て
善
光
寺
川
、
祖
父
川
、
中

津
井
川
で
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
濃
度

の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、

同
一
地
点
の
水
質
調
査
を
実

施
し
て
お
り
、
次
年
度
以
降

も
実
施
予
定
で
あ
る
。

　

国
の
指
針
値
超
過
が
検
出

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
他
の

河
川
の
調
査
は
現
時
点
で
は

考
え
て
い
な
い
。
ま
た
、
発

生
源
調
査
は
不
要
と
考
え
て

い
る
。

答�

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
利
用
料
へ
の

補
助
金
増
額
を

問答

今
後
の
状
況
を
注
視
し
、
判
断
す
る

　
　

竜
王
町
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
利
用
児
童
生
徒
支

援
補
助
金
が
予
算
化
さ
れ

た
が
、
利
用
者
一
人
月

５
千
円
か
ら
１
万
円
で
、

各
施
設
の
利
用
料
か
ら
見

て
も
少
な
い
状
況
と
考
え

る
。

　
不
登
校
や
行
き
渋
り
な

ど
悩
み
を
抱
え
た
児
童
生

徒
の
保
護
者
は
、
子
ど
も

の
見
守
り
や
送
迎
、
相
談

な
ど
で
自
身
の
仕
事
も
困

難
な
状
況
（
遅
刻
・
早

退
・
休
み
等
で
収
入
も
減

額
、
ま
た
退
職
等
）
が
あ

る
。
利
用
料
や
交
通
費
、

食
費
な
ど
が
大
き
な
負
担

と
な
っ
て
い
る
が
補
助
金

の
増
額
が
必
要
で
は
。

問

　
　

令
和
７
年
10
月
か
ら
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
利
用
者
に

対
し
て
、
不
登
校
児
童
生
徒

の
社
会
的
自
立
を
図
る
と
と

も
に
、
保
護
者
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
授

業
料
に
対
し
て
補
助
金
の
交

付
を
行
っ
て
い
る
。

　

補
助
金
の
増
額
は
、
本
制

度
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ

り
、
今
後
の
状
況
を
注
視
し
、

判
断
し
て
い
く
。

答�

　

学
校
別
室
で
の
校
内
教
育

支
援
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
校
外

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
な
な

い
ろ
」
の
充
実
に
も
努
め
、

支
援
し
て
い
く
。

PFAS検査の続行と
汚染源調査の実施を

問

答 ３河川の調査は継続実施、
発生源調査は不要
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多目的な利用が期待される祖父川公園

外国人には違って見える

　
　
町
の
ロ
ー
マ
字
表
記

は
、「
Ｒｙ
ｕ
ｏ
」
と
「
Ｒ

ｙ
ｕ
ｏ
ｈ
」
が
混
在
し
た

状
態
が
続
い
て
い
る
。
こ

れ
は
町
の
ブ
ラ
ン
ド
発
信

等
の
面
で
分
か
り
に
く
い
。

現
時
点
の
方
針
と
、
今
後

は
表
記
を
整
理
す
る
の
か

問
う
。

問

　
　

町
で
は
令
和
４
年
度
に

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

多
く
の
回
答
で
親
し
み
や
す

い
「
Ｒ
ｙ
ｕ
ｏ
ｈ
」
が
支
持

さ
れ
、
町
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
等
で
使
用
す
る
こ
と
に
し

た
。

　

一
方
で
、
公
文
書
や
道
路

標
識
な
ど
標
準
性
が
求
め
ら

れ
る
表
記
は
、
国
の
基
準
に

基
づ
き
「
Ｒ
ｙ
ｕ
ｏ
」
を
用

い
る
方
針
で
あ
る
。
今
後
に

つ
い
て
も
用
途
に
応
じ
て
表

記
を
使
い
分
け
て
い
く
。

答�

竜王は「Ryuo」か
「Ryuoh」か
問

答 用途に応じて使い分けていく

祖
父
川
公
園
の
管
理
費
や

多
目
的
利
用
は

問答

コ
ス
ト
を
抑
え
つ
つ
、
あ
り
方
を
検
討
す
る

　
　
祖
父
川
公
園
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
維
持
管

理
に
は
、
継
続
的
な
財
政

負
担
が
見
込
ま
れ
る
。
管

理
コ
ス
ト
の
妥
当
性
や
多

目
的
利
用
の
可
能
性
、
町

外
利
用
者
も
含
め
無
料
と

し
て
い
る
利
用
料
の
考
え

方
に
つ
い
て
問
う
。

問
　
　

芝
生
を
定
着
さ
せ
る
当

初
の
３
年
間
は
、
専
門
業
者

に
よ
る
管
理
が
必
要
で
、
年

間
約
７
０
０
万
円
の
管
理
費

を
見
込
ん
で
い
る
。
４
年
目

以
降
は
最
適
な
管
理
方
法
を

検
討
中
で
あ
り
、
現
状
よ
り

も
費
用
負
担
が
増
え
る
と
は

考
え
て
い
な
い
。

　

施
設
は
健
康
管
理
や
河
川

管
理
機
能
も
担
う
公
共
性
の

高
い
公
園
で
あ
り
、
現
行
の
無

料
利
用
は
妥
当
と
考
え
る
が
、

今
後
の
利
用
状
況
や
意
見
を

踏
ま
え
、
活
用
や
費
用
負
担

の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

答�

中
なかむら
村　匡

まさき
希 議員
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竜王町の自治会（地域コミュニティ）維持・活性化に向けた
取組の方向性

地域コミュニティの維持・
活性化事業は

問

答 コンパクトシティ化構想の重要な柱
として取り組んでいる

地
域
ま
る
ご
と
包
括
的
支
援
体
制

の
整
備
は

問答

官
民
の
連
携
・
協
働
で
実
施
し
て
い
る

　
　
平
成
29
年
の
社
会
福

祉
法
の
改
正
で
、
市
町
村

は
、
地
域
住
民
お
よ
び
支

援
関
係
機
関
に
よ
る
地
域

生
活
課
題
解
決
の
た
め
の

支
援
が
包
括
的
に
提
供
さ

れ
る
体
制
を
整
備
す
る
よ

う
努
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
こ
で
、
本
町
で
の

今
日
ま
で
の
取
組
は
ど
う

か
、
伺
う
。

問
　
　

取
組
の
主
な
も
の
と
し

て
、
職
員
体
制
の
整
備
、
地

域
福
祉
計
画
（
公
助
）
改
訂

版
の
策
定
実
施
、
重
層
的
支

援
体
制
整
備
事
業
、
今
年
度

に
、
住
民
福
祉
の
窓
口
を
庁

舎
に
ま
と
め
、
相
談
・
連
携

し
や
す
い
体
制
を
整
備
し
た
。

　

ま
た
、
官
民
の
連
携
・
協

働
の
ひ
と
つ
で
あ
る
社
会
福

祉
協
議
会
（
共
助
）
と
の
役

割
分
担
の
な
か
で
、
地
域
福

祉
を
推
進
し
て
い
る
。

答�

　
　
人
口
減
少
と
少
子
高

齢
化
が
一
段
と
進
み
、
地

域
で
は
人
間
関
係
の
希
薄

化
、
活
動
へ
の
参
加
意
欲

の
低
下
に
よ
る
団
体
活
動

の
維
持
が
困
難
に
な
る
な

ど
、
様
々
な
問
題
が
発
生

し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
今

年
度
の
主
な
取
組
経
過
を

伺
う
。

問

要
な
柱
の
一
つ
で
あ
る
。

　

今
年
度
は
「
自
治
会
×
区

民
」と
「
自
治
会
×
自
治
会
」

の
取
組
が
主
体
的
に
行
わ
れ

る
よ
う
、
自
治
会
連
絡
協
議

会
で
ま
ち
づ
く
り
研
修
会
を

行
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
取
組
を

支
援
す
る
団
体
と
し
て
想
定

し
て
い
る
「
中
間
支
援
組

織
」
に
つ
い
て
役
場
内
で
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
け
て

検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

本
事
業
は
竜
王
町
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
構
想
の
重

答�

内
うちやま
山　英

えいさく
作 議員

竜王町の官（行政）と民（社協・地域）の役割と連携のイメージ図

 

地域 行政 

（自治会、福祉委員会 

当事者団体、 

ボランティア等） 

（福祉課・健康推進課 

自立支援課等、関係団体） 

社協 

NPO 法人 

支えあいのある地域を 

つくる 

協働実践・先駆事例を

つくる 

枠組仕組みを 

つくる 
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環境に配慮し、再生紙及び植物油インキを使用しています

弓削ってこんなところ
◦�弓削地区は、竜王町北東部、日野川の湾曲
部に位置している
◦�３か所に分散しており、会議や研修会、活
動など地区内での移動が不便である。一方、
近江八幡市に近く、買物や駅は至近距離に
あり生活に便利な位置にある

このごろは
◦住民参加型の仕組みづくりに向けて模索中
◦�自治会組織の一部見直しや、部会制の設置
による役員の負担軽減化

弓
ゆ

削
げ

シリーズ　あちこち まち周
め ぐ り

遊

竜王町

参加と交流の活動「区民フェスティバル」

「いきいき100歳体操、コミュニティカフェ」

「弓削の火祭り」とともに夜空に輝く花火

地域ぐるみの「クリスマスパーティー」

　

寒
暖
差
の
あ
る
日
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。
後
期
の
新
体
制
と
な
り
、
新
た

な
気
持
ち
で
議
会
活
動
が
始
ま
り
ま
し

た
。
本
号
で
は
、
12
月
20
日
に
町
制
70

周
年
記
念
事
業
の
こ
ど
も
議
会
の
様
子

や
、
12
月
定
例
会
の
内
容
を
中
心
に
お

伝
え
し
ま
し
た
。

　

町
の
未
来
を
考
え
る
議
論
を
、
少
し

で
も
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。
本
号
か
ら
、
新
シ
リ
ー
ズ

「
あ
ち
こ
ち 

ま
ち
周め
ぐ
り遊
」
で
地
域
交
流

を
深
め
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆

さ
ま
に
寄
り
添
い
、『
お
も
ろ
い
』
広

報
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長　

三
宅　

政
仁

副
委
員
長　

鎌
田　

勝
治

委　
　

員　

若
井　

政
彦

委　
　

員　

小
西　

久
次

委　
　

員　

森
島　

芳
男

委　
　

員　

山
田　

義
明

編
集
後
記
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